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[未承認/適応外] 医薬品利用における診療計画書

1． 診療計画名
●●疾患に対する■■薬の使用

2． 概要と目的
[当該疾患の概要]
[従来治療の概要]
[今回の治療の概要（適応外使用の場合は本来の適応の記載も）]
[今回の治療の選択肢を提供する理由と目的]

3． 医学的合理性
[疾患病態に対して本治療薬が作用するメカニズムやその効果などについて文献やガイドライン上の根拠を具体的に記載]

4． 治療方法・期間
[投与経路]
[投与量と回数]
　　[投与期間]
　　[併用薬剤など]

5． 本法の利点
[有効性と安全性]
[既存治療との比較]

6． 本法のリスク
[具体的副作用の報告とその重症度]
　　
7． 安全管理
[有害事象のモニタリング（定期血液・画像検査など）や中止基準]
　　[重篤な有害事象発生時の対応（通常の保険診療での適切な対応や治療中止など）]

8．費用区分
　　[保険請求、病院負担、患者負担]
